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Thisanalysisoflandtenureinrelationtofamily groupsisbased on materials

gatheredinavillageinNortheastern Thailand from September,1964toApril,1965.

ThevillageofDon-Daeng,located19kilometerssouthofthemunicipalityofKhonkaen

intheprovinceofKhonkaen,isa relatively selトsufficient,hom0genOuS,traditiollal

conmmunityof132households.

Ofthe132households,therewere126farm households,iindigent,1ofafact()ry

worker,1ofateacher,and 3ownernon-tillerhouseholdswhich consisted ofthe

schoolheadmaster,1ex-teacherand 1widow, the latterthreehaving no working

dependentsrented otlttheirlandsonashare--croppingbasis,usuallyat50,形. Ofa

totalof2556 rat(lrai-0.16hectL-ire) owned bythevillagers,2344ral(90.6,00/)Were

cultivatedby100farm householcl,theremainderof212raibeingrented outtoother

villages;ofthe2344cultivated rat, 180raiwererented,thebalancebeingowner-

cultivated.

Ofthetotalof126farm households,26wereI･elatedtoand attached t0 19main

households.Oftheother100farminghouseholds83werefullowner-tillers,andthe

other17werecomposedof1fulltenant,5whoownedandtilledlandandrentedpart

outtoothers,8whoowned()vcr50% ofthelandtheytilledar】d rented thebalance

from others, and3wllOOWnedlessthan50% ofthelandtheytilled andrentedthe

balancefrom others.

The26attachedfarm househnldswereattachedto19mainhouseh()ldsofthe100

owner-tillerclassification.These26familieseachformedapartof19extendedfamily,

usuallythroughaparenトdaughterrelationship(23cases)Oraparenトsonrelationship

(3cases).These19extendedfamilieslivedwitheachofthe26attachedand19main

householdsinseparatehouses.TypeEx-Ec()nsistedof8mainhouseholdseachwith

oneattachedhousehold,eachmaintainingseparatehouses.Ex-Fconsistedofllmain

househo一dswith18attachedhouseholds,eachinitsownseparatehouse.

Oftheremaining81farm householdslivingeachunderoneroof,48werenuclear

househo一dsand33wereextendedfamilies.Theextendedfamilieswereoftypes:Ex-A
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consistingofparents,unmarriedchildren,onemarried child,thespouseand their

children(16cases);Ex-Bconsistingofparents,onemarriedchild,spouseandchildren

(12cases);Ex一cconsistingofparents,unmarriedchildren,thewife'ssister(3cases);

Ex-Dconsistingofmembersoffourgenerations(2cases).

Ⅰntheextendedfamilies,usuallythecoupleofthejuniorgeneration consistedof

thedaughterandherspouse. Therewereonly5casesofparent-sonrelationships,.

TheselattercaseswereusuallyduetotheabsenceofadaugIlterOrSOmetimesdueto

thepovertyofthewife'sfamily.

Intheextendedfamiliesliving in morethan twohouses(Ex-EandEx-F),the

juniorgenerationseemedtobeintheprocessoftransformingitselfintoanindependent

nuclearfamilyhousehold,therebyreducingthemainhouseholdintotypeEx-B.Each

attachedhouseholdworkedonthelandownedbytllemainhouseholdwheregenerally

thewife'sparentslived. Productionisdividedandeachhouseholdperformsitsown

share.Whereeachhouseholdhasitsownricebarn(4cases),thechildrenkeeptheir

shareseparately;otherwisetheykeeptheirricein thesamebarn astheirparents'

(22cases).Theprofitfrom thecashcropofkenaffibremaybedividedorsometimes

maybeusedforacommonpurpose.

Someyearsafterhaving worked theland,thedependenthoushold(usuallyan

attachedone)maybeassignedsomeofthelandownedbythemainhousehold.When

thejuniorgenerationtakesovertheland,itthenseparatesitselfcompletelyfrom the

mainhouseholdandbecomesahouseholdinitself. Thustheextendedfamily ofthe

multiplehouseholdtype(Ex-EandEx-F)disappearsandthejuniorgenerationusually

becomesanindependentnuclearhouseho一d,whilethemain household becomesEx-B

wheretlledaughter,tlSuallytheyoungest,andherhusbandsupport仙eparents.

1. は じ め に

タイ国の農地所有の実態にかん しては,戦後出版された人類学的調査報告書において じゃっ
1)

かんの分析が試み られている｡これ らの報告書は中央平原,北部,および南部の村落を取 り扱

っており,そこには地域的差異と特色が うかがえる｡ しか しなが ら,今 日のところ,東北部の

村落について類似の報告書はみいだされない｡

本稿においては,1964年 9月から1965年4月にかけてタイ国東北部の一部落 ドーン ･デ-ン

1) LauristonSharpetal.:SiameaseRiceVillage- aPreliminaryStudy ofBang °han,
1948-1949･ Bangkok,CornellResearchCenter,1953･HowardK.Kaufman:Bangkhuad
- aCommunityStudyinThailand･New York,Augstin,1960･ KonradKingshill･.Ku
Daeng,The Red Tomb- a Villags Study inNorthern Thailand.Chiangmai,'･The
Prince Royal'sCollege, 1960･ ThomasM.Fraser:Rusembilan,A Malay Fishing
VillageinSouthernThailand.Ithaca,CornellUniversityPress,1960.deYoung,John
E.:VillageLifeinModern Thailand.Berkeley and LosAngeles,UniversityofCali-
forniaPress,1958. なおタイ国の農業センサスについては本間武教授が 『東南アジア研究』第2
巻4号において批判を加えられている｡
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:i
グに定石し,そのときおこなった社会学的 ･人類学的調査の質料のなかから土地所有形態にか

んするものを整理 し,ここにその実態を分析 して報告 したい｡

最初に ド-ン ･デーング部落における土地所有形態の特質を分析内容とともに指通 しておこ

うO (1)小作問題にかんしては,小作地比率および小作農'束の数からみてほとんど取りあげる

べきものはない｡ (2)自作地比率は非常に高い数値を示 し,また｢l作農髭の数も多い｡ (3)し

かし農家形態において,自作農が圧倒的多数を占めない理由は小作農,農業労働者という箱唾

ではとらえがたい農業従車者が存在するからである｡ (4)農家構成におけるこの部分は子供夫

婦が親の宏から完全に分離 ･独立 してrll1-:農-と成長する過程においてみられる親族共同体的

農業従車者日用l:にほかならないO (5)したがって,調査部落における農地所有形態を明確に把

捉するためには,宏旋 ･親族集団の類型を動態的に分析 し,親族共同体的農業従車着日1-17u-pが宏

族の生成 ･流転の輪廻においていかに発生 して くるかを明らかにしなければならない｡以下順

次こうした点について分析を進めたい｡その前に部落の概況を記 しておこう｡

2. 調 査 部 落 の 概 況

通常コ-ラ- tl高原と呼び習わされているタイ国東北部は,全体としてメコン川に向って傾

斜する,ゆるやかな波丘状の地帯であり,乾季が長 く降水量の少ない半乾燥地帯である｡疎 ら

な落葉樹林の繁る低い丘稜郡の谷間や盆地,また河線流域の低地部に水田が遍在 しているO 主

な河線としてはムー ン, チ-,ソングクラ-ムがあり, すべてメコン水系に属するが, 乾季

における水面はきわめて低いO東北-lJ,Ji3の南を酉から東にかけて流れるムーン河は言語 ･艮族焦

団の親点からみても興味深い｡すなわち,だい たいこの河の北側はラオ謝 こ近い方言を話 し,

主として精米を栽培するラオ ･タイ族が分布 し,南側ではカンボジア譜に近い言葉を話 し,主

として梗米を栽培するクメール系の住民が分布する｡

調査部落 ド-ン･デ-ンクは行政的にいってコーンケ←ン県ムアング郡 ド-ン ･ハン村に所

属する｡コーンケ-ンの町はバンコックから約450キロの地 点に位置し (図 1),郡下の住民は

肇僑をのぞくとラオ ･タイに属する｡部落はチ-川をはさんでコーンケ-ンの南に位置する｡

その位IrrTr7Iを地図 (図2)で示せば,コーンケ-ンの町から鉄道の沿線に沿って国道を12キロ南

下 し,メ-プラの町で左折 して県道を5キロ束に進み,さらに左に折れて村道を2キロ北上 し

たところになるO村内には市場はなく,買物のためにはコ-ンケ-ンかタ-プラの町まで出か

けなければならない｡徒歩ないしLll屯三二･itを利用することもあるが,近年は道路も開け,部落に

は改造バスを所持する者もあるのでバスの利用者が増加 しているO また洪水期間には西のノ-

で,同仁副二滞在し,ド-ン･デーング村のコミュニティ.スタディーをおこなったO
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図 1 タ イ 国 東 北 部

ング･コ-ィ,ノーング･クライ ･ヌン,ウァン ･ヒンやチ-川対岸の ドーン ･ポムまでモ-

クー ･ポ-トの便がある｡

行政村 ドーン ･ハンほ10の部落から構成され,村長 1名,助役2名があてられている｡各部

落は30ないし130余りの世帯からなる架落であり, それぞれ部落長 1名がおかれている｡ ド-

ン ･デ⊥ングの戸数は132秤,人口は810人であるoどの究落も,家屋は比較的密集して建てら

れ,その外側に耕地が拡がっているoそして宋落と架落の問はかなり隔っている｡村内には数

カ所に寺院と学校が建てられているが,部落の範囲とこれらの寺院や学校が形成する社会岡と

は必らずLも一致しない｡ ド-ン ･デーングには寺院があり,隣部落 ド-ン ･ノ-イと共同管

理をしている｡学校も部落内に設けられているが,通学区は ド-ン ･ノ-ィ, ドーン ･ハン,-

サワーン ･マンカ-の他の3部落にまたがる｡

この周辺の部落は東方に位置するローイ ･エッtl,マハ-サ-ラカームあたりから移住 して

きた人々によって開かれた開拓村である｡かれらは兄弟 ･姉妹などとともに数家族ごとに集団

をなして流浪の旅を続けて到来した｡最初の年はわずかな土地を切り開い.て家屋を建て,翌年

は周囲の潅木を切りひらいて稲を植えた｡開墾中,村人は米を手にいれるために種々の獲物を
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図2 調 査 部 落 の 位 置

持って,すでに定着 した村にでかけた｡今で埠使うこともない横弓,弾き弓,吹き矢,仕掛民

を用いて鹿,野豚,兎,鳥などをとらえたといわれる｡しかし今口では,だい たい開拓 しつ く

されたようであり,土地を求めるものは他に移動する｡

ド-ン ･デ-ング部落もまたこのようにして開けた究蕗であり,県下に遍在する多 くの稲作

農村の一つにすぎない｡ただ一つその特殊性があるとするならば,チ-川の沿岸にあるために

しばしば洪永の書を蒙りやすいことである｡事実,ここ数年来,同河川の氾濫をみ,その被害

は大きく,稲作農村でありながら,米を購入 しなければならぬ状態である｡そして被害の大き

い年には,他の土地に移動 しようと決心するものも少なくない｡この部落の全戸転出者は表 1
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のどとくであり,洪水のひどかった1962年は7軒 (56人), 1963年は同じく7軒 (35人)と多

くなっている｡これにたいして全戸転入の例は1956年以降現在にいたるまでみあたらない｡し

かし,こうした水害はこの部落の立地に由来する特殊性にすぎない｡このことは郡役所の耕地
3)

被害状況にかんする統計が示している｡ 郡内における昨年度の水稲作付面積は232,054ライで

あったが,洪水による被害耕地面積は39,719ライであって,全作付面積の約17%,全耕地面積

の約10%を占めるにすぎない｡

いま,部落の人口動態についてみると,自然増加のいちぢるしさがうかがえる｡まづ行政村

ドーン ･ハンの出生件数と死亡件数は表 2のどとくであり,その差はきわめて多い.また年令

表 1 全 戸 転 出 者 移 住 先 (住民登録簿)

外

計

別人口構成 (衰 3)が示すごとく,部落の14才以下の子供の数は全体の46.3%,15才から59才

までが50,6%,60才以上3.1%となっている｡ 社会的増減については,行政村 ド-ン ･ハンの

入村者と離村者の差はきわめて少な く (表 2), このことは部落についても同じであろう｡た

だ異る点は,さきにもふれたどとく,部落には洪水による離村者がみられることである｡この

特殊性を考慮 しても,その数は自然増加を抑える要因として作用をおよぼすほどではない｡な

お人口動態に一時的な影響をおよぽす出稜については特にみるべきものはない｡部落の性別 ･

人口構成 (表3)において,男の数が女の数よりもやや少なくなって'いる主な理由は,調査時
41

期が安居期と重 ったために,部落出身の見習僧と僧侶の数がとらえられなかったからである｡

以上のごとく部落や村の人口は自然増加により,増 しつつあるが,他方,この村の土地はほ

とんど開拓されつ くしている. 事実行政村 ドーン ･ハンの土地は居住地886ライ,田畑19,564

ライ,国有地として畑100ライ,墓地700ライ,沼沢1,525ライ,未開拓地900ライ,合計23,675

ライとなっている｡しかも未開拓地900ライにかん しては,すでに開拓の予定がきまっている｡

部落の世帯別職業構成は単純である｡全世帯132のうち農家126,小学校の先生 1名を含む非

耕作地主 3名,小学校の先生 1世帯,ケナフ選別 ･荷物工場の労働者 1世帯,無 職 1名 とな

3) 1ライ-0.4エーカー
4) 得度式をおえて寺に在住する場合,その人の出身地に所在する寺に勤めるとはかきらない｡他部落,
他村,他県の寺に在住することもある｡調査期皿におけるこの部落の寺の在住者は18人である｡
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表2 部内行政村別出生 ･死亡件数および入村離村件
数,1963年 7月～1964年6月 し郡役所統計)
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表 3 部落内性別･年令別人口構成
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り,きわめて等質的である｡ 個人別にその職業をみると,新 らしいものとして,小規模の精米

所の経営者 2名,小売商3名,マラ1)ア予防センタ-の作業員1名,バスの運転手2名,仕_-)[/-.

屋 2名,散髪屋 3名がある｡通勤労働者はなく,部落の娘約20名が農閑婚jを利 用 して 1年 に

2,3カ月の悶グープラのケナフ選別 ･荷作工場に働きに出るのみである0

この部落の稲作は自給自足的性格が強いことはいうまでもなく,米を売る農宏はきわめてま

れである｡それはなによりも生産高の低さと不安定性に由来 している｡この地方の稲作は完全

に雨水に依存 しており,水を必要とする雨期の降水量が不安定であることは表4 (次頁)から

も明らかである｡その上さらに土壌にめぐまれぬため土地の生産力も低い｡部落の農地はチェ

ンマイ,ど-マイ土壌からなる部分とロ-イ ･エット,コ-ラ-ト土壌からなる部分にわかれ

る｡チェンマイ,ど-マイ土壌は比較的肥沃な土地であるが,低地に位置するために洪水の被

害を蒙る｡ローイ ･ニット土壌は低地部と台地とをつな ぐ傾面に発達 しているが,その土質は

中位であるOコ-ラ- ト土壌は台地部に発達 し,地味も悪 く,雨水の利用に通さぬため,水田

にはむかない｡ これら3つの点, 立地,土壌, 降水量からして水田の生産力は低い｡ちなみ
gE

に,昨年度における郡の平均反当収量は1ライにつき10タングを示すにすぎない｡

5) 1タング-20リットル
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表4 月別年降雨量,1957-1964(コーンケーン測候所)

1 1 2 I 3 L 4 1 5 1 6 E 7 1 8 I 9 110 Ill i12 1 計

萎 54i圭喜書…喜

1…去764F;……:芸

;;…鵠 ….'喜 186.9122.8

1,076.7

1,118.7

1,168.3

945.0

1,305.6

1,235.5

1,323.0

1,223.2

平 射 o ･9 1 915I 43･9i53･6117819I140･3L149･2i183･5E303･2196･31 14･9E o･4J 1,174･5

米作の不安定性を解決するために,ここ数年来ケナフの栽培が普及 している｡これは政府の

奨励によるものであり,今 日ではどの農家も平均2ライ位の畑を経営し,換金作物としての重

要性を増 しつつある｡しかし部落においては洪水による被害が大きいために,ケナフの売上げ

金を米の購入代にあてる農家が多く,ケナフ栽培は生活水準の向上というよりは洪水の救助策

として消極的な作用をもつにとどまっている｡1例を示すならば,表 5のどとくであり,ケナ

フ売上金1,600バーツのうち1,200バーツは米の代金として支払われている｡この農家は5人家

族であり,田20ライ,畑は平均よりやや多 く7ライを所有する勤勉な自作農家である｡ケナフ

以外の現金収入としては野菜類,家鶏,家鴨,魚類,マ ッ tなどがあるが普通その額はあまり

大きくない｡副業としては,水牛,牛の仲買が伝

統的なものとして存在 し, その収入は500バーツ

から9,000バーツ位までの差がある｡

近年交通事情が改善されたので,部落の人々が

売買のために町に出かける回数が多くなり(表6,

7),しだいに町の経済圏内に入りつつある｡ 昔

よりも現在の方が生活しやすいと答えた部落の人

が挙げる主な理由は,わずかであるにせよ,現金

収入の道が開けたことである｡しかしながら部落

の自給 ･自足的な性格はいぜんとして強い｡不作

のために米を買わねばならぬとしても,副食は肉

類をのぞくほとんど買う必要はない｡野菜類果物

表5 農家家計の 1例,1964年
(単位バーツ)

b)

計

類は家庭用に栽培するほか,天然自然の採集に依存するところが大きい｡家屋類の材料は購入

するけれども,建築作業は近隣 ･親戚の援助をえておこなう｡衣類もズボン,ブラウスをのぞ

くと自家製品が多い｡労働着,パカマ,ふとんや枕の布地は糸を買い,農閑期に娘達が織る｡
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農地所有と豪族の諸形態

梨も金属部は町から買ってくるが,木

部は家で作り刃部を取り付ける｡投網

は糸を買って自分で編むほか種々の仕

掛寵はすべて自家製である｡町のもの

として目にとまる品物は,石油ランプ,

ラジオ,自転車であり,時計はほとん

どが持ち合せず,履物はゴムの草履を

のぞくと靴を持つものはまれである｡

部落は職業的に等質的であり,貨幣

経済の彦透を受けはじめているとはい

え,自給 ･自足的性格の高い伝統的な

稲作農村である｡現金収入の道は開か

れつつあるが,悪条件下にあるために

生産力は低く,生活水準は低い｡近辺

の村に較べると部落の経済的水準は中

位を占める｡村の社会構造については

表6 部落外におよぶ日常的行動範囲
(1964年10月,11月)

1㌧ 行先

恒薮 二二-
0

; 1 - 2
3 ′･- 4

ト ンケ-/rタ-プラ

5 - 10F 2

u7
2

一4

6

1⊥

l

リ】
l

表7行先と目的 (1964年10月,11月)
目約----讐十 ンケ- ンiiI

売 買･交換
催 物
会 合
訪 友
訪 親 戚
病院･保健所
モー･ラム
レン･サーウ
職 業 上

2日 3…

ll

1

′}

8

3 1 ; (〕

1 1

0 0

0 ()

1 1 1 1

タイ村落の一般的性格を反映してきわめてルーズであり,家族やごく狭い範囲の親族集団をの
ぞくと社会集団らしい集団はみられない｡貧富の差はあるとしても,その差はきわ めて 小 さ
い｡部落の人々はすべて仏教徒であり,僧侶は尊敬されている｡しかし僧侶が社会的勢力を持
つことはなく,社会的勢力の大きい人は最年長者であり,祈葡師である｡

3. 土地所有と農地経営規模

ド-ン ･デ-ング部落の土地所有に入る前に土地所有の法的形態についてじゃっかんの説明

をしておきたい｡1954年の法令にしたがうと,土地所有権の獲得にいたるまでには,手続上 3
6)
段階が認められる｡第-はソー ･コ- ･ヌンクといわれ,単なる管理権にとどまる｡これはか

ってチャブ ･チ ョ-ングとよばれた開墾権に相当するものであり,1954年以前にこの権利を認

められた者,またその後未開拓地を利用しようとする者は,すべて,その土地が所在する郡役

所の土地課にその旨を届け出なければならない｡その場合,村長もしくは部落長の承認を添え

ることが必要である｡ソー ･コ一 ･ヌン ,,とは,この届出を受けた郡当局が郡長の名において

発する届出受取書にすぎず,検分のために役人が派遣されることもない｡届出人はその土地を

管理するのみであって,いかなる法的所有権も持たない｡所有権の承認を獲得するためには,

6) S3V3kh〇〇1,n〇〇S333 と cha?nbodの3種類
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東 南 7 ジ ァ 研 究 第 3巻 第2号

その土地にたいしてノー ･ソ- ･サ-ムの下付を郡役所に願い出る必要がある｡郡役所は願出

を待って役人を現場に遣わし,申請地の検分をさせる｡その場合,管理者は申請地が実際に宅

地として,また農地として利用しうることを実績をもって示さなければならない｡さらに検分

後30日間その事を一般に公示したうえ,異議申立がなければ,申請地の利用価値を保証する文書

が郡長の名において交付される｡ノー･ソ-･サームとは,いわば,土地利用価値保証書であり,

この証書の保持者は使用

権,収益権,また売買 ･担

保などの処分権を認めら

れる｡しかし検分にさい

して,土地の実測はおこ

なわれず,境界を標示す

る石柱も打ち込 まれ な

い｡したがって,ノー･ソ

- ･サームは暫定的措置

としての仮所有権の段階

をあらわしている｡完全

に法的所有権の体裁を整 写真1 洪水後の水田:石上は出小屋

えるためには,チャノー ドの交付をまたなければならない｡これは知事と県の土地局の名にお

いて交付されるが,そのためには実測図の作成と境界標示の石柱を設けることが必要である｡

これらの点から行政村 ド-ン ･ハンの土地所有の形態をみるならば,完全な所有権を認めら

れているのは屋敷地のみであり,農地はすべて仮所有権の段階にとどまっている｡屋敷地には

境界を明らかにするためにセメント製の石柱が打ちこまれているが,田畑の境界線は茸からの

仕来りによっている｡したがって田畑の境界争いは生じやす く,そうした場合,村の古老に相

談を依頼したり,調停を求めたりする｡仮所有権の保持者はその土地を売買しうるが,その面

積については昔からの言い伝え,または推測による概算にもとづいている｡その他二,三つけ
7)

くわえるならば,郡役所の農業関係の統計はすべて村人の概算によるものである.以下,EG看

地,屋敷地,農地所有についてその状況を説明しよう｡

(1)国有地

各部落は一つの究蕗からなり,その周囲に農地が拡がっているために,部落の居住地の境界

は一目瞭然であるが,それ以外の土地をも含めた部落の境界ははなはだ漠然としている｡各部

落とも一定の地理的範囲をもつことには間違いないが,その領域は居住地と居住者の農地を合

7) 以下,数字は世帯調査による｡
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農地所有 と家族の諸形態

せた部分と観念されているにすぎない｡したがって部落に所属する共有地はなく,地理的区分

の明らかな行政村に国有地があるのみである｡

行政村 ドーン ･ハyには国有地として畑 100ライ,未開拓地 900ライ, 墓地 700ライ, 沼沢

1,525ライ,合計 3,225ライが存在する｡ 国有地の利用 ･管理は郡役所と村の委員会の手にゆ

だねられている｡地代,沼沢の漁業権の売買,収益の利用,またケナフ洗確水として沼■沢を利

用すべきかどうかといった問題はすべて委員会の審議を経なければ解決されない｡末 開 拓 地

900ライは村の南端に位置し, どの部落からも遠 く離れている｡これについては,数年来洪水

の被害を最もひどく受けた部落の住民がケナフ畑として使用することを希望し,その旨を郡役

所に申し出ている｡畑地 100ライは農地の少ない村の人々に賃与えられており,地代は1ライ

につき30バートである｡村内には沼沢が9カ所あり,水浴場として,また漁場として利用され

ている｡漁業権,採集権は村のすべての人がもち,直接的な管理維持のためには近 くの部落の

人々が共同してあたっている｡共同墓地については,近隣の部落が2,3集って一つの墓地を

もち,火葬場として利用している｡

(2)屋敷地 ･家屋 ･米倉

屋敷地を所有する世帯は全体の90%を占め,所有地を持たないものはわずか9%にすぎない

(表8参照)｡ 非所有者の大部分は妻の両親の土地を借りており, 夫の両親ないし近隣の土地

を借りる例が若干兄いだされる｡いずれの場合においても地代は無料であって,貸借関係にあ

るものは1例しかない｡

世帯番号No.41は6年前に結婚 し,妻の両親と同居 していたが,分かれるときに自分で得た

金で家屋を建て,屋敷地にかんしては3年間100バーツの契約で近くの家から借りている｡来

年は部落内の土地0.5ライを1,200バーツで買いとり,家屋をそこに移す予定だという｡無料

の例をじゃっかんあげるならば,No.73は結婚後やはり妻の両親と同共 していたが,数年後,

独立をのぞみ,夫の母の屋敷地内に1時的に小屋を建てて生活 している｡No.50は8年前に結

婚 し,その後3年ほど妻の両親と同居 したが,現在別に住んでいる｡分かれるときに家屋は建

ててもらったが,屋敷はなく,妻の母方の従兄弟姉妹の土地を無料で借りている｡No･22はケ

ナフ工場で働いて生活 している｡ 夫婦は工場で知り合い今年結婚 したが,夫は部落外の人,秦

は部落内の生れである｡妻の母は死亡 し,父は再婚 して隣部落に住んでいる｡結婚のときは母

の妹夫婦の世話になり,現在もその家の手伝をしている｡家屋と屋敷地にかん しては,母の妹

夫鋸 のところに空地がなく,近くの家の小屋と屋敷地を無料で借りている｡この宏とNo.22と

の関係はきわめて情緒的であって,夫が留守のときなどは,ほとんどこの家に出かけ食事を共

にしたり,寝泊りすることもある｡ ただそのかわり,この家のために水汲み,片付けなど家事

の手伝をしている｡かれらは工場の近くに住めないことはないが,自分の生れた部落に住む方

が居心地がよいという｡ したがって屋敷地がないために生活に困るということはさしてない｡
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屋敷地は大体0.25ないし1ライほどの規模であり,木柵によって他から区別される｡通常,

屋敷内には高床式の家屋と穀倉が建てられている｡屋敷地はなくとも,すべての人が自己の家

屋を所持し,例外は小屋借りをするケナフ工場の労働者 1世帯と原野で家鴨を野って生活する

夫婦が存するのみである｡家の構造はすべて同様で,数個の部屋と直方形の広間ないし張り出

しが設けられ,出入りのため梯子が取り付けられている｡台所は広間や張り出しの隅に造 られ

ていることが多いが,別棟を主屋に隣設させてあることもある｡壁は木製もしくは竹 製 で あ

る｡屋敷内には家屋と穀倉が建てられている｡両方とも高床式であり,主屋の床下は家畜小屋

の代りとなる｡家屋の大きさは部屋数によりきまり,2重のもの,3宝のもの,6室のもの,

9室のものがある｡1棟3室を原則とし,増築,移動はきわめて簡単であるから,6室の場合

は2棟寄せ造りとなり,9室の場合は3棟寄せ造りとなる｡全世帯の約70%は1棟3室もしく

は2棟6室の家屋を所有している (表8参照)｡ こうした家では穀倉を屋敷内に建てるのが普

通であり,その割合は全家屋の70%を占める (表8参照)0 2部屋造りの家屋は全体の約24%

(表8参照)を占め, 他のものに較べて造りも貧粗であり,穀倉をともなわないことが多い｡

この形式の家屋には婚姻後まだ完全に独立 しえない家族が住んでいる｡小屋住いの場合もだい

たいにおいて同じ状況である｡なお部屋数については,柱4本の空間が一部屋とみなされる｡

したがって1棟3室の場合は廟をつけてベランダ鳳の張出しをつけるし,2棟6主の場合は,

そのうち3部屋にあたる部分が広間となっており, 1棟の室の場合は中央が広間となる｡

(3)農地所有規模

農地には水田,畑地,庭地の三種類がある｡水田は衆落の北端からチ-川,ラム･フエイの

沿りにかけて拡がる低地と南端から台地に接続する傾斜地にみられる.低地部はチェンマイ,

ピマイ土壌に該当し,粘質性が高いので,ディン ･ターム･ニオとよびならわされている｡地
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農地所有と民族の諸形態

味も肥沃なため,豊作の年には1ライあたり40タングの収穫があるといわれるが,チー川の氾

潅水の被害を蒙りやすく,全滅の年もまれではない｡斜面はディン ･サーイ ･コーダとよばれ

るごとく砂地であり,ローイニット土壌からなる｡畑地はコーラ-十土壌の台地部および低地

部の丘陵に発達しており,ケナフや西瓜が主として栽培される｡沼沢の岸,ラム ･フエイの堤

にはタバコや野菜類の栽培がみられるが,これらの土地は恒常的な利用価値のない国有地であ

って,個人の所有権は認められていない｡所有権を認められている野菜園ないし果樹園の所有

者は全体の42%を占め,平均所有規模は約 1ライである (表 9)｡

蓑9 庭地所有規模別面精構成と世

帯構成 (単位ライ)

所 有 規 模 t面 精 仁世 帯

0- 0･99 ; 7･50
1′-′1.99 26.0()

2- 2.99 : 6.00

14′-′4.99

5.-5.99

計

数

9

.4

.4

ウ
一
1

3

9

(ソ】

蓑10 庭地経営規模別面精構成と世

経 常 税 摸 し面 構 い 壮 帯 数

0- 0.99 0.00

i- i.99 31.00

2.-2.99 ･ 27.25

3.-3.99 8.α)
4.-4.99 7.00

5′-5.99 5.00

計 21.00

9

り
】

7

5

5

2

1

3

り一

部落の総農地所有面積は2,556ライであり,そのうち水田の占める割合が最も多く79.1%,

畑地14.1%,庭地 6.8%を占める｡所有者一世帯あたりの平均所有面積は水田19.5ライ,畑地

5.2ライ,庭地1･3ライであり,農地全体にかんしては24.8ライである｡各種農地所有規模別面

積構成と世帯構成は表 9,12,14のごとくであるが,おおまかにいって三つの範噂に分けられ

る｡表11のごとく,第 1は9ライ以下所有の世帯であり,無所有の者を含めると全世帯の33.3

%を占め,その総面積はわずか4.4%である｡第2の範境は10ライから39ライまでであり,こ

れは全世帯の51.5%を占め,その総面后は全体の55.1%である｡第3に40ライ以上を所有する

一世帯は全世帯中の15.2%を占め,総面積は全農地の40.5%を示す｡部落内の最高所有面積は76

ライにとどまり,100ライ以上にも及ぶ農地所有者はない｡ 所有規模も最高面積にいたるまで

連続的であり,その間にいちじるしい断層は認められない｡上の3範噴はかならずLも経済的

階層意識と合致 しない｡世帯主調査96

世帯のうち ｢貧困｣と答えたものは18

人であり,そのうちの9名は第1の範

境に,他の9名は第2の範 境 に属 す

る｡残りの78名は ｢貧 しくもなく,裕

福でもない｣と答えているが,そのう

ち第 1の範噂に属するもの15名,第2

表11 農地所有規模別 ･面精構成と
1Ii一帯構成 (面積単位ライ)

所有規模 Z 面 精 構 成 t 世 帯 構 成

10- 9 101.5( 4.4%): 44(33.3%)

三3～～ …日 .42g:喜∑…喜二王芝三日 .8(';三:≡芸三

計 j2,556.0(100.0%)喜 132(10().0%)
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が47名,第3が16名となる｡これに反して,農地所有規模と家屋の部室数ならびに世帯員数と

の間には一般的傾向がみいだされ, ことに第 1と第2の範境との間にひらきがある (表8)｡

すなわち,第 1の範境に属する者の大部分は1棟2部屋ないレJヽ屋に居住することが多く,辛

均世帯員数は4.7人である｡ 第2の範境の場合は, 1棟 3室を所有するものと2棟 6室を所有

するものとの割合が相半ばしている｡そして平均世帯員数も4.7人から6.7人と増加する｡第3

の範噂にある者はほとんどすべてが2棟 6室の家屋を所有 し, 1棟 3室の構造は少ない｡そし

て平均世帯員数は7.4人を示 し,わずかながら上昇 している｡ したがって農地所有規模は経済

的階層意識というよりも,家屋の部屋数や世帯員数と関連 しているようにおもわれる｡

(4)農地経営規模

部落の全世帯数は132,農家世帯数は126である｡ 総農家数126世帯のうち,水田および畑地

を経営するもの100世帯, 水田のみを経営するもの2世帯, 畑地のみを経営するもの7世帯が

ある｡他の17世帯は農地を所有せず,経営面積もあきらかでない農業従事者である｡この農家
8)

世帯が後述する親族共同体的農業従事者の主な部分を構成 している｡

農家総数126世帯の平均経営規模は約19ライであり, 表10,13,15からうかがえるように水

田,畑地,庭地の経営規模と表9,12,14における所有規模との問に大きな差はみられない｡

いま農地全種類について経営規模を3段階に分け,その面積構成と世帯構成を示すと表16のど

とくである｡すなわち9ライ以下を経営する世帯は,′経営面積の不明な世帯と非経営世帯をも

含めて,全体の29.5%,その経営面積は全体の41%を占める｡10ライから39ライを経営する農

家は全世帯の58.3%,その面積は61.2%を示す｡40ライ以上の経営者は全世帯の13.2%,その

面積は全経営面積の33.9%を占める｡これを前述の所有面積規模に比較するならば,経営規模

の場合は,面積構成,世帯構成ともわずかながら第 1,第3の範噂から第2の範噂への移行が

表12 水田所有規模別,面積構成と
世帯構成 (単位ライ)

所 有 規 模 i面 積 t世

: : 二 二二

30- 39 i 431.00

…§ ‡ 喜… 日 ……‡…§

計 2,022.00

1

6

7

.4

3

4

6

1

3

2

3

1

1

8) その他に農地の一部を委任されている場合がある｡
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表13 水田経営規模別面積構成と世
帯構成 (単位ライ)

経 営 規 模 l 面 積

0- 2 1 2.00

3- 9 ' 192.50

1

10′･-19 595.00

20′}29

30.-39

40′- 49

50′･-59

388.00

334.00

126.00

317.00

計 ! 1,952.50

世 帯 数
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表14 畑地所有規模別面積構成と世
帯構成 (単位ライ)

所 有 規 模 ≡面 精 l

2- 3.9 ; 53.00

1I .:::: 二二

圭 子‡ I-二;I

18- 19.9 . 0.00

1

20 以 上 1 42.00

計 461.50

数

62

22

18

12

3

5

5

2

1

C2

帯a;l

みられる｡しかしその差は大きくない｡

上のような所有規模と経営規模の対

比は,農地の貸借関係が少ないこと,

したがって自作農の多いことを物語っ

ている｡この点を明確にするために,

百･小作別面積構成と農家形態につい

て眺めよう｡部落内には8軒の農地貸

手があり,そのうち5軒は部落内の他

表15 畑地経営面積別面積構成と世
帯構成 (単位ライ)

経 営 規 模 j面 積 世 帯 数

1

4- 5.9 ! 107.〔)0
8- 9.9 ; 32.50

10′-.ll.9 61.00

14′･- 15.9 30.00

16′･- 17.9 16.00

18′-′19.9 0.00

20 以 上 22.00

計 i 497.00 ≡

表16 農地経営規模別面精構成と世帯構成

(面精単位ライ)

5

9〕
4

3

4

6

4

2

1

へU

1

4

3

2

1

13: 3; 工 ,三器 '(6;･.12芸 三 日 97≡2598･.…芸;

4()- 69 849(33.9%)

計 ! 2,524(100.0%)

16(13.2%)

132(100･0%)i

の人に合計145ライを貸し出し, 3軒は他部落の者に合計67ライを貸し出しているから, この

部落の貸出し面積~は212ライ存在する｡ その面積は全農地所有面積2,556ライの8.4%にすぎな

い｡ 他方,部落内居住農家の借地面積についてみると,部落内の5軒から145ライを借り受け

る農家があるほか,部落外の者から12ライ,村の共有地から35ライを借りる農家がある｡した

がって小作地面積は合計180ライとなり,全農地経営面積の7.1%を占めるにとどまる｡

小作地の貸借関係については,水田の場合と畑地の場合とでは差が認められる｡畑地にかん

しては共有地の地代にならい,1ライあたり30バーツとすることが多く,刈り分け制はみられ

ない｡ただし親類関係にある場合はじやっかん安 く,また無代の例もみられる｡郡役所の統計

にしたがうとケナフの1ライあたりの収量は145キロである｡ キロあたりの売値が 1バーツと

見積っても, 売上げは145バーツとなり, したがって畑地の地代は刈り分け制よりも有利であ

る｡水田の場合は刈り分け制よりも有利である｡水田の場合は畑地と異なり,刈り分け制が多

いO借手が自作地を持たぬ場合は,ふつう地主が水牛を調達し,小作人に無料で貸し与える｡

- 21-
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借手が自作地を持つ場合には,収穫高の10%分を水牛

代として小作人に与え,残部を両者で折半する場合も

あれば,そうした考慮なしに収穫を半分にわかちあう

場合もある｡

すでにのべたごとく小作地面積は180ライであ るか

ら,自作地面積は2,344ライとなり, それは経営総面

積の92.9%を示すにいたる｡白小作別農家形態は表18

のどとく,自作農83世帯であって最も多 く,農家総数

126の66.5%を占め,その他, 自作貸出5世帯,日小

作8世帯,小自作 3世帯,小作はただ一例あるのみで

ある｡部落には不在地主は存在せず,3軒の非耕作地

主がみられる｡そのうち1軒は校長を務め, 1軒は以

前小学校の先生であり,最後の1軒は女1人住いであ

り,いづれも所有面積は29ライ以下である｡

表17 日小作別面積構成(単位ライ)

地 種 】 面 積

I?,_～_琵 _芸J 2';;芸∑972･篭 ,'

合 計 ｢~~2,424(100･0%)

蓑1各 自小作別農家構成

世 帯 数

自 作 83(66.5%)

l

主 ∴ _ 二∴ ;-:-I_

合 計 【 126(100･0%)

上の自小作別農家構成によると,その他の占める割合が比較的高 く,20.5%を示し,自作農

家67･5%についでいる｡これらの世帯は原則として土地を所有せず,ふつう妻の両親が所持す

る田 ･畑で働き生計をたてている｡そういった意味において経済的に親の家族に依存する半独

立的家族であり,親族共同体の一部として農業に従事 している世帯であるOこの親族共同体的

農業従事者は,表8から明らかなどとく,自己の家屋を所有 しているが,その構造は粗末で1

棟 2重のものが多 く,なかには屋敷地を持たぬ世帯もみいだされる｡そして,これらの世帯は

ほとんどが穀倉を備えておらず,親の家と共に使用している場合が多い｡また水牛や梨さえ所

有せぬ農家もここに逮べ五ような農業従事者世帯にみいだされる.

4. 親族共同体的農業従事者世帯

以上分析 してきたごとく,小作農家の数はほとんど皆無であり, 小作地比率も7.1%を占め

るにすぎない｡ これに反して自作地比率は92･9%を占め,自作農家は全農家126世帯中84世帯

(67･5%)におよんでいる｡ しかしながら,月小作別農家形態において自作農家数が圧倒的多

数を占めないのは親族共同体的農業従事者世帯が存在するためである｡つぎに部落の家族 ･親

族集団の類型を明確にし,この親族共同体的農業従事者世帯が家族の輪廻においていかにして

生 じてくるかを説明し,その実態を明らかにしたい｡まず婚姻後の居住形式からのべよう｡

(1) 妻方居住制
9ヽ

この部落における初婚年令は男23･3才女19.5才である｡ 男子は小学校卒業後2,3年間見習

9) 部落内に現在生存している初婚夫婦123組の平均である｡
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農地所有と家族の諸形態

僧として寺に在住することをのぞいて,だいたい家にあって水牛の放牧を主な仕事 と して い

る｡20才に到達すると得度式を行い, 僧侶としてしばらく仏門に入るが,2,3年 して還俗す

るとす ぐ将来を定め,配偶者の選択に出かける｡女子は幼ない頃から家事,農事の手 伝 を 始

め,ケナフの皮むき,マット編み,機織などの仕事をして結婚するまでの口々を過す｡単調な

生活に色彩を与えるのは方々で催される寺院の縁 日であって,村人ばかりでなく青年男女の交

際の場となっているoこうした機会に知り合った娘の家に男達が訪れるが,この習わしをレン

･サーウとよんでいる｡男子は17,8才に達 した頃からレン ･サーウに出かけるが,実際に結婚

を対象として行うのはやはり僧侶としての修養をすませてからである｡レン ･サ-ウには,は

じめは男子3,4人が連れ立 って娘の髭に夜訪れるが, しだいに気の合った者同志が結ばれる

ようになる｡

配偶者の選択はなによりも若者当事者間の問題であって,両親は子供の選択に承諾を与える

のみである｡98の世帯主調査のうち83人は ｢将来の配偶者は子供に探させる｣と答え,10人は

｢親が決める｣と答え,他の5人は解答がなかった｡選択の基準は,女子の場合,なによりも

｢善良な人｣｢酒や博打に耽けらぬこと｣をあげ,家庭の条件として ｢田 ･畑が多 く,勤勉な

家族であること｣をあげ,年令は5才位年上の男子となっている｡

男子は意中の女友達ができると,そのことを両親に告げる｡親族一同が集まり相談 した後,

仲人を立て,娘の家族を説得するために足を運ぶ｡この習慣はコ一 ･サーウといわれるが,安

居期が終ると多 くなる｡他方,娘の方ではまず母親に告げ,父親その他近い親族が集まり柏手

の家族などについて相談 し,コ一 ･サーウの日を待つ｡その際に,シン .ソ- ドといい結納金

のかけひきが行われる｡ その額は普通300バ-ツから2,000バ-ツまでの変差があるが,平均

1,000バ-ツ位である｡ シ′ン ･ソ-ドはコ一 ･サーウの目に一部を娘の両親に渡し,結婚式の

写真 2 ケナフの乾燥場 :1束80キロ位

--23-

口に残額を渡す｡

コ- ･サ-ウから結婚式

の目までは短かく,約半月

ほどであり,吉日を選んで

結婚式が挙げられる｡式は

娘の家で行われる｡当口は

早朝,男の家で出ぞめの式

が行われ,親類や近所の人

々が集まり祝金をおいてい

く｡それが終ると,男は両

親,近い親類,友人にとも

なわれて娘の宏に赴 く｡支
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度はきわめて簡素であり,身廻品を入れたスーツ･ケースと寝具類のみである｡娘の家に到着

すると,シン ･ソ-ドの引き渡しをすませ,式に入るo式には祈膏師を招き,魂の強化を主と

する儀礼を行 う｡その後,集った親類縁者が新郎 ･新婦の腕に糸を播きつけ,祝福 し,いくら

かの金を手にのせる｡まず女方の親類が祝福 し,ついで男方にうつる｡贈物の金額は最高10バ

ーツ,普通1バーツか2バ-ツである｡集った金は合せて新郎新婦のものとなるが,この金は

シソ ･ソムトップといわれるO祝福が終ると新婦は衣類,寝具などを新郎方の両親と近い親戚

に贈り敬意を表わす｡最後に一同食事をともにし,それぞれ帰宅する｡

新郎は式後当分の間,妻の両親と共に生活する｡ 世帯主調査によると ｢婚姻後2,3年間,

夫は妻の両親と共に暮 し, 農事を助けるべきである｣と答えたものが93名あり, 解答なし2

名,調査不能 3名となる｡一時的にせよ,妻方居住制が習慣となっていることが知られる｡夫

は妻の両親と同居している問,奉仕に勤め,なにごとにおいても控目な態度を示す｡世帯主調

査98例のうち78名は ｢新郎はつねに妻の両親にたいして遠慮がちであり,意を用いなければな

らない｣ことに同意 しており,6名は ｢そうかもしれぬ｣と答え,10名は否定している｡その

表19 通 婚 圏

女男 ＼ 部落 那 内 他 村 他 児 -ドIンフ一一ング眉目 プEン1ラ 甘ブ冊 マ ロ/1､ 一サ イーラエ守ツムltトサコIンナコーンー チ 】チ【 ヤ ユIiZo ラ 令計

苦 巨 -ン.デ-ング 60 7t i 1 ll 68

那 ド ーン.ノ＼ン22･ー l5 iL23
内地タープラブララフ16 i II 至上L _⊥__ 1611 rll 1】 ll Lt
ムアン.ガウT ｢ⅣlIl 一 T とT ｢ 0

1 】 ≒llL 1

1 ー i lt 1

児∃チャヤプムチエムペ- 2 ■ 】I ⊆ l 1】 ′211 i 1
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他解答なしが1名,調査不能が3名となっている｡同居数年後,夫婦は両親の側に居 を構 え

る｡ただし,夫の生家の近 くに住む場合もあれば,他のところに出ることもある｡

裏方居住制は通婚圏にも表われている｡ 部落内に現在生存する初婚の夫婦123例についてそ

の通婚範囲をみると表21のごとくである｡部落内婚が60例あり,全婚姻件数の49%を占める｡

部落をこえる通婚範囲は同村とその西隣の村ダープラ,および他県内ではあるが東隣にあるゴ

-スム郡内にとどまり,この範囲における件数は115組であり,全件数の93.5%を示す｡ そし

てそれ以外の地域は非常に少ない｡男女別に通婚表をみると,部落外の男53人が部落の女と婚

姻を結んでいるが,これに反して部落外の女と結婚 している部落内の男は8人にすぎない｡し

たがって部落内にとどまるのは女達であり,婚姻により入村する者は男の方が圧倒的に多い｡

なお部落外で結婚し,婚姻後部落に来た例は2組あるにすぎない｡

(2)家族 ･親族集団

家族形態に影響をおよぼすものとしては,いま述べた妻方居住制のほかに老後の扶養の問題

が残る｡一般的な習わしにしたがうと,末の娘夫婦が両親の世話をする｡もっとも娘のない場

合は息子がこの役割を果すし,また性格の差異,婚姻の時期などの考慮が入るために,必らず

Lも末の娘とはかぎらない｡ 世帯主調査によると,98名車61名は ｢末娘｣,28名は ｢娘のうち

1人｣,1名は ｢長女｣,3名は ｢子供のうち1人｣が両親の世話をみると答え,息子より娘の

割合が,他の娘よりは末娘の割合が多い｡残りの4名については,解答なしが1名,調査不能

が3名となっている｡

これら2つの習慣が存するため,成員が3世代にわたる家族形態がしばしばみられる｡部落

内には132の家屋があり,それぞれの家屋には世帯を異にする一家族が住む｡ 家族の世代構成

は表22のごとくである｡ 全家族132軒のうち,3世代家族は33軒あり,全体の25%を占める｡

これにたいして2世代家族は95軒であり,全体の72%を示す｡残り4家族の内わけは4世代家

族が2軒,1人 1世帯が1軒,兄弟2人からなる世帯が 1軒となっている｡家族員数にかんし

ては2世代家族においては5人が鼓も多 く,3世代家族では7人が鼓も多い｡親族構成の点に

ついてみると,親と未婚の子供からなる形態とその変形が94家族あり全体の71%をしめ,子供

表20 世 代 構 成･構 成 人 員 別 相 帯 数
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夫婦を含む形態とその変形は38家族あり,全体の29%をしめす｡したがって,この部落におい

ては親と未婚の子供からなる2世代家族は子供夫婦を含む3世代家族よりも圧倒的に多い｡

しかし上述の形態分類は家族の特殊形態を考慮していないために,この部落の実状にそぐわ

ない｡ 部落の農家126軒のうち81軒は ｢生産と消費の共同体｣としての家族であり,他の45軒

はだいたいにおいてそれぞれ世帯を異にしながら ｢生産面における共同関係｣を軸として19の

親族集団を構成-している｡この親族集団を家族の特殊形態とみなし,部落の家族形態を親族構

成にもとづいて分類すると表19のごとくである｡この裏にしたがえば,核家族の例は48戸,拡
10)

大家族の例は52戸を示し,その割合はほぼ同じとなり,核家族の数的支配性は認められない｡

拡大家族についてはさらに6つの基本的類型が存する｡以下,これらの類型について説明しよ

う (図3)0

(1) 両親と未婚の子供からなる核家族 (NF型)はその変形をも含めて48例あり,世帯主の

平均年令は42.2才である｡ (2)拡大家族ExA型は両親と未婚の子供, ならびに子供夫婦 1組

とその子供からなり,その変形をも含めて16例ある｡そのうち娘夫婦をもつ家族は13例みられ

るが,息子夫婦をもつ家族は3例にすぎない｡世帯主の年令は55.9才である｡ (3)拡大家族 E

xB型は両親ならびに1組の子供夫婦とその子供からなり, その変形をも含めると12の例があ

る｡12例とも娘夫婦をもち,息子夫婦の例はない｡ 最年長者の平均年令は68･6才である｡ (4)

拡大家族ExC型は両親と未婚の子供からなる家族であるが, 妻の兄弟姉妹を含む｡その例は

3家族にすぎず,ExAにおいて両親が早 く死亡したために, 末の子供が未婚のまま姉夫婦の

家族と同居 している形態である｡ 最年長者の平均年令は32.3才である｡ (5)拡大家族 ExD型

はExC型と対称的である｡ すなわちExB型においてその両親が長生きしたために, 孫娘の

夫婦 1組がみいだされる形態である｡世帯主の平均年

令は73.5才を示し,この家族の例はわずか2例にすぎ

ない｡以上のことから,この部落の家族には3つの基

本的形態がみいだされる｡すなわち上記のNF型, E

xA型, ExB型である｡ そしてこの3形態を動的に

み,比職的表現をするならば, ExA型の家族は自己

の胎内に新らしい ｢子供夫婦｣を窄みながら,順次そ

の集団を放出する｡そしてこうした壮年期を経て,冒

らは老年期に入り, ExB型の家族へ 移 行 す る｡ 他

方,放出された ｢夫婦家族｣はしだいに両親の家族か

一
世
帯

一家
族

山特殊形態

表21家族の諸形態
i 世帯主の平均年令42.2
三二 三;二三:

ll158.3

10) ここにいう拡大家族は G.P.Murdockが SocialStructureafSoutheartAsiaで使った用法
とはことなり,系譜集団を指していない｡
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図3 家 族 形 態

ら'4虫立の過程を歩み, NF型の家族-と発展 していき, さらにはExA型に発展し, ExB型

へと老化 していく｡したがって,基本的 3形態はそれぞれ無関係な別個の存在として併存して

いるものではなく,元来夫婦を中心とする家族が婚姻の風習や老後扶養の風習 と関 連 しな が

ら,成長発展 ･放出 ･分岐 ･老化の現象を くりかえすところに発現する形態とみなすことがで

きる｡そしてこのことは世帯主の平均年令を比べても納得 しうる｡

さきにのべた家族の特殊形態としての親族集団は,上記のごとき家族の輪廻において, Ex

A型からNF型を放出する過程において生じるものである｡ ｢夫婦家族｣が ｢親の家族｣から

分岐する場合,まず世帯が分かれるが,生産面,すなわち農地にかんしては当分の問後者の統
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ll)
和を蒙る｡そして子供の｢夫婦家族｣は貼戸として ｢親の家族｣正戸に付随する｡ここにいう貼

戸の世帯が前述の親族共同体的農業従事者とよんだ世帯にはかならない｡そして貼戸が生産面

において正戸から分離するとき完全に独立したNF型の家族が生れる｡いま正戸と貼戸からな

る親族集団を親族構成にもとづいて分類するならば, つぎのどとくである (図3)0(1)ExE

型の親族集団は前述のExA型と同じ親族の範囲である｡ この型の例は8例あり,正戸8軒に

それぞれ1軒の貼戸が付随している｡内に含む子供夫婦はすべて1組の娘夫婦であり,正戸の

世帯主の平均年令は51.5才である｡ (2)ExF型の親族集団はExE型と根本的な差異 はな い

が,2組以上の子供夫婦を含む点においてことなる｡子供夫婦の数は26組あり,娘夫婦が22組

にたいして, 息子夫婦はわずか4組にすぎない｡ExF型の親族集団の例は11あり,正戸11に

貼戸18が付随している｡したがって正戸は1組の子供夫婦を含む場合もあり,また反対に子供

夫婦を全 く含まない場合もある｡正戸の世帯主の平均年令は58.3才である｡以下,正戸と貼戸

の関係を示すためにじゃっかんの例を挙げよう｡

(3) 正戸と貼戸

図4 算 1 例

No.10

∩ /｢ ∧
/
∧

′
-

〔∧

この親族集団はExE型に属し,正戸(No.

10)の世帯主53才が水田12ライと畑地3ライ,

庭地0.25ライを所有している｡貼戸 (No.8)

の世帯主は26才であり,5年前.にNo.10の娘

を要り,妻の両親の家に3年間同共 した｡1

子をもうけた後昨年1964年に親の家屋から分

岐した｡婚姻後,分岐後の年数もあさく,貼

戸の独立性は低い｡分岐に際しては,妻の両親から1棟 2部屋の家屋を貰い受けたの､みで あ

る｡屋敷地については,世帯主が同居中に畜産試験場で働いていたために,その収入金を蓄め

て貫った｡田畑はまだ分割されず,穀倉も水牛も所持していない｡したがって両親の監督のも

とに,その田畑で働いている｡収穫については,水田の場合は米を折半し,畑の場合は売上げ

金を折半する｡米が不作の場合は,正戸,貼戸とも,それぞれが調達する｡

第2の例においては貼戸はまだ正戸に付随しているが,自己の力でも独立への歩みを努めて

いる｡この例はExE型に属し, 正戸の世帯主 (No.18)54才が田20ライと畑地7ライを所有

している｡貼戸 (No.14)の世帯主は35才であり,10年前 (1945年)に結婚し, 3年間妻の両

親と同居した｡1子をもうけた後,1948年に分岐した｡ 婚姻後10年,分肢後7年目ともなれば

自己の力も少 しずつ出てくる｡分岐にさいしては,妻の両親が屋敷のそばに小屋を建て与え,

ll) 元代中国兵制上の単位として奥魯があったが,これは正軍戸と貼軍戸から構成されており,正軍戸か
らは軍役に服する軍人を出させ,それに従属する貼戸軍にその正戸にその軍人の軍事費および生活費
を負担させた｡岩村忍教授は｢元朝奥魯考｣『北亜細亜学報』においてその由来をとかれている｡ こ
こではその文字を借用して,正戸と貼戸と名づけた｡
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水牛一頭をも与えたoその後 1年して,自分で1棟 3部屋の家屋と屋敷地を買った｡水牛一頭

はその代金のたしにした｡結婚後 6年目には畑2ライを1,200バーツで買い,米倉も自分で建て

るにいたっているo今は水牛も梨もないので,両親のものを使う｡田畑はまだ分割されておら

図5 第 2 例

No●18 /

･i b oE

∫

/′ ∩ 〔 < ∩

図6 第 3 例

No.45

-II-:-I:---- i1 -
/′ ∩ < <

ず,妻の両親の田畑で作業し,その収益は第 1例と同じ

く折半する｡そして不作の年は,それぞれ自分で米を調

達する. 昨年,正戸は水田12ライを4,000バ-ツで買っ

た｡これは将来貼戸に分けあたえる分として所有してい

る｡その代金はケナフの売上げ金をあてたから,その年

は残額を両者で折半した｡

第 3の例においては,正戸がすでに貼戸にたいして責

任を持たせている｡ この例もExE型に属 し,正戸の世

帯主55才が田37ライと庭地 3ライを所有 している｡貼戸

の世帯主39才は6年前に結婚 し,あしかけ2年妻の両親

と同居したが,1959年に分岐 した｡ そのとき妻の両親か

ら1棟3室の家と屋敷地をもらいうけた｡今は水牛も梨

もあり,穀倉も建てるにおよんでいる｡田畑については

まだ分割されていないが,将来譲渡されるべき農地もき

まっており,その土地の耕作を完全に委かされている｡

したがって貼戸はその土地を経営して生計を た て て お

り,実質的には自作農に近 く,またほとんど正戸から独立 しているか,まだ妻の両親が農地の

所有権を掌握 している｡畑地1.5ライは昨年貼戸白身が買ったものである｡

図7 第 4 例

No.62

まだ分岐せず親と同居している｡

第5の例はやはり2組の娘夫婦をもち,

第 4例は ExF型に属する｡ この例は貼戸No.41

が水田4ライと畑地 2ライを蚕かされている点にお

いて類似している｡貼戸の世帯主は29才であり,紘

婚後4年間妻の両親と同居し,今の家屋に分出して

2年になる｡しかしこの例が前例と異って い るの

ほ,正戸No.62はもう1人の娘夫婦をもつ点 で あ

る｡この娘はNo.41とほとんど同時に結婚したが,

ExF型に属する｡ しかしこの場合はそれぞれ別の

家屋に住み2つの貼戸No･0,No.80として正戸No･76に付随 している｡正戸No.76の世帯主

は56才であり,水田36ライと畑地20ライを所有している｡かれには娘が4人あり,長女は4年

前1960年に結婚し,現在No.80に住む｡次女は長女よりも早 く1958年に結嬉 し,現在 N0.0に
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図8 第 5例

I I

ノ ∧ i

No.76
.lo.I /

- 1〇千 8A // Lli A
< ∩

住んでいる｡次女は婚姻後3年間両親と同居 した

が,長女が結婚したので1960年に分出した｡分出に

さいしては家屋と屋敷地を貰い受けた｡水牛も田畑

もなく梨もない｡穀倉は正戸のものを利 用 して い

る｡田畑はまだ分割されていないので,正戸の田畑

で働いている｡収穫した米は倉に入れ,必要に応じ

て取りに行 く.ケナフの収益にかんしてはいく分か

の分前を売上げ金のなかから貰いうけるが,:昨年は

不作だったため,全部米代にあててしまった｡こう

して購入した米についても必要に応じて取りに行 くことになっている∴したがって この場 合

は,折半といっても互いに分かち合うのであるから,その割合は不明瞭である｡生産の共同の

みならず消費の共同がみられる｡上にのべたことはすべて貼戸No.80についても同様である｡

さらに正戸に属する水牛と牛は3世帯全戸の共有財産と考えられている｡ここで2軒の貼戸の

差異にふれるならば,No.80の妻はNo.'0の妻の姉にあたるけれども,後から結婚したこともあ

って,No.80の方が農事作業により一層専念して正戸に奉仕している｡これに反してN0.0の方

は妻がときどき手伝いに行 くのみである｡その夫は分肢後,家畜仲買人と∫して努力し,その利
L

益を元にして小間物店を開くにいたっている｡そのほか昨年は正戸を含める他の2家族とゐ共

同出費によって小さな精米所を村で開いていた｡ したがってN0.0は正戸に付随しながらも,

自己の力でも独立の道を歩みつつある｡

図9 第 6 例

′
･-一l○芋△
<<( ∧∧

<ノヽ/｢</
/

No.24

二三
/＼∩/｢ ∧

第6の例は前例と同じく2軒の貼戸が正戸に

付随している｡異なる点は1軒 (No.24)は息

子夫婦であり,他の1軒 (No.74)は娘夫婦で

ある｡正戸の世帯主は59才であり,農地所有面

積も大きく,水田55ライ,畑地8ライを所有し

ている｡息子は部落の娘と結婚したが,娘の両

親の家には田畑が少ない｡したがって,結婚当

初は妻の田畑で働いていたが,現在は自分の両

親の水田で働いている｡しかし畑地にかんして

は,妻の両親から委せられている0･5ライと借地3ライを経営するのみである｡これにたいし

て娘夫婦である貼戸No.74は正戸の水田と畑地で働き,その他日常生活面においての果す役割

はNo.24よりも大きい｡No.74の世帯主は38才であり,16年前に結嬉し,昨年分岐した｡分か

れるにさいしては1棟 3室の家屋と屋敷地を貴い受けたほか水牛2頭と牛6頭をも譲 りうけ

た｡これら家畜の放牧は自分達でおこなうが,夜は正戸の床下に繋ぎ留めておく｡田畑はまだ

- 30-



農地所有と家族の諸形態

写真3 2棟の宏屋 :張旧し付き

分割されず,穀倉もない｡

収穫した稲は正戸の穀倉に

蓄えておき,必要な場合に

取りに行 くことは前例と同

じである｡貼戸No.24も同

じ形式をとっている｡畑地

にかんしてはケナフの売上

げ金の分前を貰うが,昨年

はすべて米代にあて,購入

した米はi上戸の倉に入れて

いる｡田畑からの収益を共

同の目的のために費すこと

は例2と同様である｡上に述べたごとく,貼戸No.24は水田を通じてのみその生産を正戸と共

同にしており,貼戸No.74は水田と畑を通じてその生産を正戸と共同にしている｡そして息千

夫婦 よりも娘夫婦の方が正戸とより密接な関係をもっている｡

(4) 水田の相続 ･分割譲渡

以上,正戸と貼戸の関係について6例を示した｡しかし兄弟姉妹のうち誰が最後まで両親と

とどまり,誰が分岐するのかといった問題に開通 して農地ことに水田の相続 ･分割譲渡の実状

が問題となる｡水田の相続 ･分割については,部落の人がはっきりとした意識をもっているわ

けではない｡意見調査にしたがうと ｢慣習によると水田は男の子よりも女の子により多 く与え

られる｣と答えたものは44名, ｢そうではなく男女とも平等である｣と答えたもの が47名 あ

り,相半ばしている｡残る8名は解答なしと調査不能になっている｡ただ平等と答えたものの

表22 農地所有規模別 ･面積構成と
世帯構成 (単位ライ)

所 有 規 模 面 枯 世

O- 2 9.OO

3- 9 9L).5O

1()-′19 511.5()

2O- iJ9 547.75

3O- 39 349.25

40′- 49 398.5()

50.-59 377.50

60.～69 124.00

70.-76 146.00

計 . 2,556･00

数

q
1
9

15

35

23

10

9

7
2

2

帯

132

31

表23 農地経営規模別面積構成と世
帯構成 (単位ライ)

経 営 規 模 面 情 1 世 帯 数

O- 2 5.()O

3.- 9 1()3.()()

1()′-′19 60 9 .50

20- 29 585.5O

30′-′39 372.()0

40.～49 312.50

50′･-59 269.50

60′-69 267.()0

リJ
1

.4

リ】
l

一
3
一
l

】

3

6

1

5

1

7

5

4

㌻

叫
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うちには,昔は前者であったとか,今は変りつつあるのでわからぬという注釈がみ い だ され

る｡意見調査のみでは明らかでないので以下実例をじゃっかん挙げよう｡

現在No.35には両親と末娘夫婦とその子供が生活している｡この娘には姉が3人いる｡最年

長の姉は1944年に,2番目の姉は1948年に,

図10 第 1 例

No.34

∧∧∧∩

3番目の姉は1952年に順次結婚 し, しばらく両親

苦 ｢
∧∩((∩
:-J.-

とともに同居 していた｡そ

してそれぞれ妹が結婚 した

ときに分岐 し,両親の家の

側に居を構えた｡最年長の

姉は結婚後 7年 して水田15

ライを譲 りうげ,他に畑4

ライを自分で買い,その農

∧ ∧ 地を経営している｡2番目

の姉は結婚後 5年 して水田

10.5ライを貴い, 他に畑5.5ライを自分で買った｡3番目の姉は結婚後 2年 して水門14ライを

譲 りうけた｡末娘は両親の分と自己の分前を合せて25ライの農地を家 ･屋敷とともに 相 続 す

る｡この例では娘達はだいたい同じ大きさの水田を賞いうけ,末の娘は両親の分も相続するの

で他の娘よりも多 くなっている｡

第2の例においては,娘達はすべて水田の分け前にあづかったが,そのうち他村に出た娘の

水田は他の娘が買いあげたので,差異が大きくなっている｡現在No.31に住む妻の両親は4人

図11 第 2 例

〆 〒@

の娘をもっていた｡娘達は前

例のごとく一,順次結婚 して分

出し,末の娘が両親とともに

最後まで同居 した｡したがっ

て家 ･屋敷は末娘 が 相 続 し

た｡水田にかんしては,現在

No.30に住む娘夫婦が20ライ

を結婚後20年 して貰い受け,

末娘の夫婦も同じく20ライを

相続 した｡他の2人の姉は合

せて22ライを譲 り受けたが,離村するにあたって末娘に売り渡 した｡したがってNo.31は現在

42ライを所有 し,娘夫婦と息子夫婦の貼戸2軒とともに耕作 している｡

第 3の例においては,兄弟姉妹間において水田の売買がおこなわれることは前例と同じであ

る｡この例においては男女にかかわらず,結婚後も部落内にとどまり,両親の近 くに居を構え
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た者は,外に出る者よりも多少大 くの水田を譲り受けている｡現在 No.19,.No.28,No.15は

ともに隣を接 して家屋を構えている｡両親が早 く死亡 し,また農地も少なかったために,No.

図12 第 3 例

;.=.I
∧<nn

○= ○=

19の姉夫裾は水牛1頭を分前

として貰い,農地は下の兄弟

姉妹に残した｡妹のNo.28と

弟のNo.15はともに部落内に

とどまったojで水田を4ライ

ずつ相続 した｡他の妹2人は

結婚後離村 したので,それぞ

れ水田2ライの分前にあづか

ったC)jみであるO離村にさいしてはNo.15の弗がその土地を買ったので,No･15は現在8ライ

の水田を耕作している｡

第4の例においては,娘は水L月を受け継ぎ,男は宏畜を分前として譲り受けている｡ No･46

の妻は姉 1人,兄1人を持っている｡両親は40ライの閏を所持していたが,死亡するとき,娘

2人にそれぞれ20ライを与えたが,息子には結女昏後牛2頭を与えたので,農地を譲り渡さなか

った｡息子はその年を売って得た金額を妻の両親から買い受けた金額に加えてul16ライを買っ

た｡姉には2人の娘があるが,No.46に子供がなく,末娘を養子として出した｡姉夫鋸は死亡

したU)で,両親から受け継いだ20ライの水団はNo.48に住む長女夫鋸のも0_)となっているO

図13 第 4 例

＼ ､ 声

秀 歪78､ ＼ ､△ 〒 ○

芹 { ^ YI藁

第5の例は第4の例と同

じく,息子は水田の譲渡を

/ 受けていないが,娘はすべ

△ 〒 O

i A

< ∩

て分け前にあづ か って い

る｡ ただし娘でも遠 くに離

村 した場合はこのかぎりで

はない｡現在No.23に住む

豪族は21ライの凹を所有し

ており,結婚後 3,4年 し

て両親が死亡 したとき,そ

の家 ･屋敷とともに相続 し

た｡No.23の妻は末娘であり,4人の兄と6人の姉がある｡兄4人は現在部落の内外に居住 し

ているが,結婚にさいしてじゃっかんの金を貰いうけたのみである｡4番目の姉は遠 く離れて

いるので水牛 1頭を得た｡2番目の姉はこの部落に居住 していたが,結婚後間もなく死亡 した

ので分前を受けるにいたらなかったO その他･二主人の姉はすべてこの部落にとどまリ,最年長の
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姉は水田6ライ,3番目の姉は5ライ,5番目の姉は3ライを譲り受けたが,6番目の姉は両

親と一番長 く同居 したので26ライを相続 した｡No.23は同居期間が少なかったので21ライの水

田を相続したまでである｡しかし両親が死亡したときにはNo.23が同居していたので,家 ･屋

敷は末娘夫婦のものになった｡

以上の5例を総括 して一般的傾向をうかがうならばつぎのどとくである｡ (1)娘の場合はほ

とんどが水田の分け前にあづかる｡ただし結婚後遠 く離れるときには,その分け前は少なく,

部落内にとどまるものの半分である｡ (2)部落内にとどまった娘についてみると,親と同居 し

た期間の長いものほど分け前も多く,このことは末娘の場合にひろくみいだされる｡他の娘達

相互の間の差は大きくないが,その各々の相続分は末娘のものよりも少ない｡ (3)なお耕地が

少ない場合は,姉が自己の分割分を妹達に譲ずることもある｡ (4)息子の場合は特殊な事情が

ないかぎり,実際問題として水田の譲渡を受けることがない｡ただしその代りに水牛や牛を1,

2頭を貰い受けたり,じやっかんの金が与えられたりする｡その時期は婚姻後間もな くで あ

る｡ (5)水田の相続分割譲渡の時期にかんしては,両親が60才を過ぎて実際に働けなくなって

からである｡ただし分割予定地は結婚後幾年もすればきまり,分割されなくともその土地にた

いして責任を負わされる｡

5. お も り に

以上,調査部落の農地所有の問題にかんして分析を試みてきた｡まず農地所有規模および農

地経営規模についての分析は,この部落の農業が自作農的性格が強いことを示している｡この

ことは自小作別面積構成と小作農の僅少性から明らかである｡しかしながら自作農の数は圧倒

的多数とはいえない｡それは所有地もなく,経営面積もあきらかでないような農業従事者世帯

が多数存在するからにはか

ならない｡この世帯の家屋

は貧しく,穀倉はもちろん

のこと,水牛や梨さえも所

持しないことがしばしばで

ある｡しかしそれは近代的

な農業労働者ではなく,親

の農地で働 く農業従事者世

帯である｡いいかえれば,

これらの世帯は貼戸として

正戸に付随しており,その

成員は家族ないし親族の- 写真4 婚姻の儀礼:糸を巻きつける祈祷師
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員として正戸に仕えている｡

ついで,この親族共同体的農業従事者世帯の実態を把握するために,部落の家族形態に目を

転ずるならば, NF型, ExA型,ExB型の3つの基本的形態がみられた｡ そしてこれらの

家族形態は,夫婦を中心とする家族が妻方居住制や老後扶養の慣習と関連しつつ成長発展 ･分

岐 ･分出 .老化の過程をくりかえすところに発現するものである｡正戸と貼戸の親族空尉司は E

xA型がその子供夫婦ことに娘夫婦の家族を放出し,完全に独立 したNF型にまで成長させる

過程において一時的に現われる｡貼戸は分岐と同時に正戸から世帯を分ち,一般には家 ･屋敷

を与えられる｡しかし生産面においては,田畑にかんするかざる共同関係を依然として保って

いる｡ 収益にかんしては,水田の場合は収穫した米を折半し,畑地の場合においては売り上げ

金を折半する｡ただし穀倉を共同にすることもしばしばであり,折半といっても不明瞭である

場合もある｡またケナフの売り上げ金などは折半する前に共同の目的のために消費されること

がある｡このような関係を保ちつつ,やがて貼戸は正戸が所有する農地のなかから一定の土地

を委かせられ,責任をもって経営する段階にいたる｡それと同時に自己の力でも独立の歩みを

つづける｡委任された農地はやがて分割地として貼戸に譲渡されるが,それは一般的にいって

正戸の世帯主,妻の両親が死亡する前後である｡したがって貼戸は相続 ･分割譲渡を前提とし

た農業従事者世帯であり,相続 ･分割と同時に正戸と貼戸からなる親族集団は崩壊する｡

以上のことから明らかなどとく,調査部落には自作農以外に経済的に他に依存する農業従事

者が多数存在するが,それは小作でもなく,近代的な農業労働者でもなく,その経済的依存関

係は親族関係のうちに吸収され,対立 ･反目の関係を生じる契機を構成しない｡

中部平原のバン,/･チャンとバング･クワ-ド,北部のクー ･デーング,南部のル ッセンピ
12) 13)

ランの人類学的報告書やまたタイ国村落の概説書ならびに東北部ウボンの村落調査の報告書を

みても,ここに述べたような農業従事者世帯,家族の特殊形態としての親族集団についての記
rlE3E

述はみいだされない｡また国家統計局の農業センサスもこうした実態を明らかにしていない｡

ドーン ･デーング部落の実態は常にこの周辺のみにみられるのか,また東北部一帯に広 くみら

れるのか,また将来どのように変化していくのかといったことがらは,他の地域に今はなくと

も以前はどうあったかということと共に1つの問題として提起されうる｡

12) 前掲書 (註 1参照)

13) ChafesMadge: VillageCommunitiesin NortheastThailand.N.YりUnitedNations
TechnicalAssistanceAdmimstration1955.

14) NationalStatisticalOfficeofThePrimeMinister:CensusofAgriculture1963(Chan-

gWadKhonkaen)･Bangkok.
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